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よる胴体一般部は，図１に示すアクセスウィンドウ付き 300 mm 胴体と 700 mm 胴体で構成され



















































































アクセスウィンドウ周辺や胴体接続部の CFRP コア材による補強が削減され，約 35 %の軽量化が
達成された． 
また組立手順を明確にすることで，組立の容易性，搭載機器固定時のアクセス性，組立後の整
備性や分解の容易性も明確になり，詳細設計を行う上での重要な知見を得た． 
